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【はじめに】

　新潟県臨床検査技師会では検査研究部門の取り組みと

して、生物化学分析部門（臨床化学・免疫血清・遺伝子

染色体）、生理機能検査部門（生体機能・生体画像）、形

態検査部門（細胞・病理、一般検査、血液）、感染制御部

門（微生物・疫学公衆衛生）、移植検査部門（輸血移植）、

総合管理（管理運営）の６分野１３部門に領域を区分して

活動を行っている。実際の現場でもこれに近い形態で領

域を分けて日常業務を行っている。

　臨床検査技師が従来の日常業務を行うために求められ

るもの、また今後求められていくものを具体的な例をあ

げて私見を交えて述べる。

　【背景】

　臨床検査技師が活躍する場は医療機関をはじめ、行

政、一般企業、研究施設等様々なケースがある。現場か

ら求められるものはそれらの職場の規模や形態によって

多様であるが、スペシャリストとジェネラリストに大別

される。現場では両者を兼ね備えた技師が理想的である。

　従来の業務は検査結果を出すことに重点がおかれてい

たが、近年の医師・看護師不足を補うために、チーム医

療の取り組みとして検査説明・相談ができる技師の育成

が重要となっている。

　日本臨床衛生検査技師会（以下日臨技）は今後の業務

拡大の一環として、業務範囲の見直しに取り組んでい

る。（表１）内容は微生物学的検査等における検体採取の

関係法令・通達等の改正である。

【課題】

　臨床検査技師の業務は前述のとおり多岐な分野に渡る

ため人材の育成には多くの時間と経験が必要である。

　近年チーム医療の推進の取り組みが重要となっている

が、他のメディカルスタッフと比べて臨床検査技師の取

り組みは進んでいないのが現状である。

　臨床検査技師の業務範囲の見直しに伴って、追加され

た行為を安全かつ適切に行うために必要な教育内容を、

現行の教育内容に配慮しつつ追加する必要がある。

【諸言】

　臨床検査技師の業務は多岐な分野に渡るため、人材の

育成には時間を費やしながら卒後教育が担っていかなけ

ればならない。卒前教育ではどの分野にも対応可能な広

範囲に渡る基礎・専門知識を有した人材の育成を期待す

る。また、近年の現場ではジェネラリストであり、かつ

何か１分野でもスペシャリストの技師の育成に取り組ん

でいるため、学生には臨地実習を通して自分に適してい

ると思われる分野や興味のある分野について、卒前教育

の中で自主選択科目とし、集中的に受講できるカリキュ

ラムがあっても良いのではないかと思われる。

　近年、医療サービスの質の向上を求める国民の声も高

まる一方で、医師・看護師の不足や業務の増大に伴い、

平成１９年１２月２８日付け医政局長通知「医師及び医療関係

職と事務員等との間等での役割分担の推進について」が

通達された。この中では採血、検査説明については、医

師等の指示の下に看護師及び臨床検査技師が行うことが

できるとされている。臨床検査技師との適切な業務分担

を導入することで、医師等の負担を軽減することができ

る。しかしながら主に医師や看護職員のみで行っている

のが実態である。これを踏まえ、日臨技では平成２５年１２

月６日から３日間かけて検査説明・相談ができる臨床検

査技師育成企画担当者講習会（各都道府県から推薦者１

名受講）を開催した。この企画担当者の下、都道府県技

師会でカリュキュラムに沿った講習会を開催して、３年

間で５,０００名の受講者に修了証書を発行する予定である。

今後、卒前教育では検査の原理や基準値、異常値の原因

を理解することのみに留まらず検査説明の実技講習の導

入も必要になっていくと思われる。

　平成２５年１１月８日に第３５回社会保障審議会医療部会か

ら法律改正に係るチーム医療推進会議の検討結果が出さ

れた。臨床検査技師に係る業務の見直しは次の内容であ

る。「インフルエンザの検査の際の鼻腔拭い液による検

体採取等については、検査と一貫して行うことにより、

高い精度と迅速な処理が期待されることから、診療の補

助として医師の具体的な指示を受けて行うものとして、

業務範囲に追加する。」関係法令・通達等の改正がされた

際には、現場では追加研修の受講を義務化すると伴に、

卒前教育にカリキュラムの追加が必要になると思われる。

【結語】

　医療・福祉大学には従来の基礎・専門知識学習から、

さらに一歩踏み込んだ専門知識の学習や、検査結果を出

すだけではなく積極的にチーム医療の一助を担うため

に、検査室から飛び出すことのできる技師の基盤となる

教育を期待する。
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現場から求められている医療・福祉系大
学の課題―臨床検査技師の立場から―

新潟県臨床検査技師会　会長　渡辺　博昭

表１．臨床検査技師の業務範囲の見直しの方向性

①微生物学的検査等（インフルエンザ等）における検体採

取（鼻腔・咽頭拭い液等）

②微生物学的検査等（細菌・真菌検査等）における検体採

取（表在組織からの膿、手足指からの表皮の直接採取等）

③微生物学的検査等（糞便検査）における検体採取（スワ

ブを用い肛門部からの便の直接採取）
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